
1.概要：

2.「英語あそび」のねらい：
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3.「英語あそび」内容(詳細は7.8.9.カリキュラムのとおり)：
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4.期間：

日常会話："Good afternoon."、"Once more."、"Open the window". （絵で覚える日常会話表現）

あいさつ："Good morning."、"How are you?"、"I'm happy."、"I'm fine."などのやりとりが、園児同

士のペアでできるように。

絵本："Polar Bear"、"Goodnight Gorilla"、"No David"、"A New Dog"、"The Go Kart"

歌（Extra Songs）："Animal Songs"、Genki Christmas"、今までの歌の復習

2025年度、本園では探究活動に係るカリキュラムを「めばえの時間」と名付け実施している。長年継

続している「英語あそび」もその一つである。

「めばえの時間」は、その活動を1.科学の心を養う「なぜだろう体験」、2.伝える力を養う「コトバ」

体験、3.豊かな感性を養う「創造」体験の大きく3つの柱を軸に活動に取り組むこととしている。この

３つの柱の中で、今回ご報告申し上げる「英語あそび」は、先述の2.伝える力を養う「コトバ」体験と

して実施してきた。

年中長組では月２～３回30分程度、年少では園生活に慣れてくる10月以降に4回（1回１５分程度）、

ネイティブ講師による英語遊びを実践し、英語や外国人に慣れ親しむ活動ができた。

「英語あそび」は、単に言葉としての英語に慣れ親しむことを目的とするわけではなく、異国の文化や

言葉への興味関心を高め、幼児期からネイティブ講師の生の英語に触れることで、物怖じせずに英語に

親しむことのできる素地を培うことも大きな目的として挙げられる。

【回数】年長 月２～３回(1回30分)：年間26回実施

　　　　年中 月２～３回(1回30分)：年間25回実施

【期間】8月を除く11ヶ月

　　　　年少１０月以降（1回15分）：4回実施

令和7年度すくわくプログラム「英語のあそび」実績報告書

ネイティブ講師による生の英語をたくさん聞き、母語にない音を自然と聞き分け、英語をかたまり

として聞く態度を身に付ける。

歌や踊り、動作、子どもに身近な単語や表現のカード、おもちゃを使って、英語を楽しみながら自

然と理解し、慣れ親しむ。

年中組で慣れ親しんだ内容をさらに発展させて、子ども達の発話量を増やしていく。

ネイティブ講師を通して、異文化に触れ、興味を持たせる。

きれいな発音で英語を発話する。

アルファベット：大文字・小文字

単語：動物・果物・食べ物・虫・自然・乗り物・身の回りの物など

数字：１～１００

アクション：簡単な命令文を聞いて、動作ができるように。



5.保護者への情報共有

6. 「英語あそび」講師：

7. 「英語あそび」カリキュラム詳細(年長クラス)※別紙参照

8. 「英語あそび」カリキュラム詳細(年中クラス)※別紙参照

9. 「英語あそび」カリキュラム詳細(年少クラス)※別紙参照

10.成果

イディス・リッチ(パシフィックランゲージスクール)

英語遊び参観　年長：2026年2月17日（火）、年中：2026年2月19日（木）

ホームページ掲載、Instagram配信

   2025年度保護者アンケートでは、【お子様は英語を身近に感じ、楽しみながら英語に興味を持つよ

うになりましたか】という設問に対して、年長組においては81％、年中組では87％と高い割合であ

る。また活動回数の少なかった年少組では74％にとどまったが、全学年で見ると80％となり、その成

果を認められていることが分かる。

「英語あそび」で興味を持つようになった内容は、年長では「アルファベット」の割合が56％、年中

では「歌」の割合が65％、年少でも「歌」の割合が57％と最も高かった。年長ではアルファベット

（文字）と音を結び付けて考えられるようになってきたことが分かり、次いで50％であった「会話・

挨拶」では簡単な英語でのやりとりも楽しめるようになったことが分かる。年中では「会話・挨拶」

57％、年少でも「会話・挨拶」43％であり、どの学年も「会話・挨拶」が上位に入っていることか

ら、英語を使う経験が全体的に伸びていることが伺える。また各学年ごとに発達に応じた成長が見ら

れ、英語で伝えようとする力が育っていることが分かる。

ネイティブ講師の英語に触れながら、歌や動きを取り入れて楽しく英語に親しむことが出来た。また学

年に応じた発展的な内容を取り入れることで発語量も増え、会話や挨拶のやりとりが広がったことか

ら、狙いに沿った活動が実践できたと考えられる。

また、【異文化に触れ、興味関心が世界へと広がっていますか】という設問に対しても、年長は64％、

年中は61%、年少は69％となり、各学年で６割以上の肯定的な回答が得られた。学年差は見られるも

のの全体として異文化への関心の広がりが伺える結果となった。



11. プログラムの様子（写真）

年中５月の様子 年長６月の様子

年中９月の様子 年長９月の様子

年中１０月の様子 年長１０月の様子

年中４月の様子 年長５月の様子



年少１１月　初めての英語あそびの様子

年中１月の様子 年長１月の様子

年中２月　英語あそび参観の様子 年長２月　英語あそび参観の様子








